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第１ 持続性の高い農業生産方式の導入に関する指針について

１ 指針策定の趣旨

「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律（平成１１年法律第１１０号。以下

「法律」という ）が公布されたことに伴い、持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関す。

る法律施行令（平成１１年政令第３３４号。以下「施行令」という ）及び持続性の高い農業。

生産方式の導入の促進に関する法律施行規則（平成１１年農林水産省令第６９号。以下「施行

規則」という ）が平成１１年１０月２２日付けで公布され、法律と併せ、平成１１年１０月。

２５日付けで施行された。

この法律は、化学肥料と農薬の使用を控えた農産物に対する消費者のニーズが高まるなか、

農業現場において土づくりの減退、環境保全型農業への取り組みが面的に行われていない状況

にあることから、たい肥等による土づくりと化学肥料・化学農薬の使用の削減を一体的に行う

持続性の高い農業生産方式の導入を促進する目的で制定されたものである。

具体的には、

１ 県が主要な種類の農作物毎に 持続性の高い農業生産方式の導入に関する指針 以下 導（ ） 「 （ 「

入指針」という 」を策定する。。）

（２）導入指針に基づき、農業者が作成する「持続性の高い農業生産方式の導入に関する計画

（以下「導入計画」という 」を県が認定する。。）

（３）認定を受けた農業者が認定を受けた導入計画に基づいて持続性の高い農業生産方式を導

入するために必要な資金や機械導入に係る課税の特例を設ける。

こととしている。

、 、（ ） 、（ ）本導入指針は この法律に基づき １ 導入すべき持続性の高い農業生産方式の内容 ２

持続性の高い農業生産方式の導入の促進を図るための措置に関する事項 （３）その他必要な、

事項について定めたものである。

２ 持続性の高い農業生産方式について

本法律の対象となる「持続性の高い農業生産方式」は、土壌の性質に由来する農地の生産力

の維持増進その他良好な営農環境の確保に資すると認められる合理的な農業の生産方式であっ

て、以下のとおり農林水産省令で定められており （１ （２ （３）の３つの技術からそれ、 ）、 ）、

ぞれ１つ以上の技術を組み合わせて行う生産方式である。

（１）たい肥その他の有機質資材の施用に関する技術であって、土壌の性質を改善する効果が

高いもの［土づくり技術］

技術名 技術の内容

たい肥等有機質資材 土壌有機物含有量、可給態窒素含有量その他の土壌の性質につい

施用技術 て調査を行い、その結果に基づき、たい肥その他の有機質資材であ

って炭素窒素比がおおむね１０～１５０の範囲にあるものを農地に

施用する技術

《注意点》施用する種類や量については、土壌診断の結果に基づ
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き適正と考えられるものとし、過剰な施用や未熟なたい肥の施用に

より、作物の生育を悪化させ、又は地下水の汚染等環境に負荷を与

えないよう留意する

緑肥作物利用技術 土壌有機物含有量、可給態窒素含有量その他の土壌の性質につい

て調査を行い、その結果に基づき、緑肥作物を栽培して、農地にす

き込む技術

《注意点》地域に適合したものを選定する

（２）肥料の施用に関する技術であって、化学的に合成された肥料の施用を減少させる効果が

高いもの［化学肥料低減技術］

技術名 技術の内容

局所施肥技術 肥料を作物の根の周辺に集中的に施用する技術

《注意点》肥料による作物への濃度障害を回避する観点から、農

作物の種類、肥料の種類等に応じて施肥する位置等を調整する

肥効調節型肥料施用 肥料取締法（昭和２５年法律第１２７号）第２条第２項に規定す

技術 る普通肥料のうち、アセトアルデヒド縮合尿素、イソブチルアルデ

ヒド縮合尿素、オキサミド、被覆加里肥料、被覆窒素肥料、被覆複

、 、合肥料 ホルムアルデヒド加工尿素肥料若しくは硫酸グアニル尿素

これらの肥料の１種以上が原料として配合されるもの又は土壌中に

おける硝酸化成を抑制する材料が使用されたものを施用する技術

《注意点》肥効調節型肥料の種類により肥効パターンが異なるこ

とを十分考慮し、農作物の種類、土壌条件及び気象条件に応じて肥

料の種類を選択する

有機質肥料施用技術 有機質（動植物質のものに限る）を原料として使用する肥料を施

用する技術

施用する種類や量については、土壌診断の結果、農作物の種類、

含有する肥料成分量等を勘案して適正と考えられるものとし、過剰

、 、な施肥や未熟なたい肥の施用により 作物の生育や品質を悪化させ

又は環境に著しい負荷を与えることのないよう留意する必要がある

《注意点》本技術で利用される技術には、いわゆる有機入り化成

肥料も含まれるが、有機質由来のものが原料ベースで３割以上含ま

れているものを使用することが望ましい

（３）有害動植物の防除に関する技術であって、化学的に合成された農薬の使用を減少させる

効果が高いもの［化学農薬低減技術］
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技術名 技術の内容

温湯種子消毒技術 種子を温湯に浸漬することにより、当該種子に付着した有害動植

物を駆除する技術

《注意点》温度や時間等により効果や発芽率等が変動することか

ら、適切な条件で行うこと

機械除草技術 有害植物（有害動物の発生を助長する植物を含む）を機械的方法

により駆除する技術

なお、本技術には、畦畔における有害動物の発生を助長する植物

を機械的方法により駆除する技術が含まれる

《注意点》除草用機械による除草を効率的に行えるよう、農作物

の裁植様式の調節や圃場の規模に応じた器械の種類の選択を行う

除草用動物利用技術 有害植物を駆除するための小動物の農地における放し飼いを行う

技術

《注意点》除草用動物が野犬等の外敵の被害を受けないよう、柵

等で保護するなど適切な条件で行う

生物農薬利用技術 農薬取締法（昭和２３年法律第８２号）第１条の２第２項の天敵

であって、同法第２条第１項又は第１５条の２第１項の登録を受け

たものを利用する技術をいい、捕食性昆虫、寄生性昆虫のほか、拮

抗細菌、拮抗糸状菌等を導入する技術及びバンカー植物（天敵の増

殖又は密度の維持に資する植物をいう）を栽培する技術等

《注意点》害虫の発生密度や施設内の温度湿度等により防除効果

が変動することから、適切な条件の下で行う

対抗植物利用技術 土壌中の有害動植物を駆除し、又はそのまん延を防止する効果を

有する植物を栽培する技術

《注意点》対抗植物の防除効果は特異性が高いことから、防除対

象とする線虫等有害動植物の種類に応じて、その種類を選択する

抵抗性品種栽培・台 有害動植物に対して抵抗性を持つ品種に属する農作物を栽培し、

木利用技術 又は当該農作物を台木として利用する技術

《注意点》化学的に合成された農薬の使用を低減する効果が明ら

かにされ、防除対象とする有害動植物の種類や地域の特性に適合し

たものを選択すること

土壌還元消毒技術 土壌中の酸素の濃度を低下させることにより、土壌中の有害動植

物を駆除する技術
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具体的には、畑において、有機物を施用するとともに、土壌中の

水分を十分高めた上で、資材により被覆した状態を継続する技術の

ほか、農業技術センターで防除効果が明らかにされた技術

《注意点》土壌を被覆した資材については、使用後の適正な処理

を行うとともに、施用する有機物については、肥料成分を勘案し、

過剰な施肥にならないようにすること

熱利用土壌消毒技術 太陽熱土壌消毒技術、熱水土壌消毒技術、蒸気土壌消毒技術等、

土壌に熱を加えてその温度を上昇させることにより、土壌中の有害

動植物を駆除する技術

《注意点》気象条件や土壌条件を考慮し、効率的に有害動植物を

駆除できる最適な方法を選択すること

光利用技術 有害動植物を駆除し、又はそのまん延を防止するため、有害動植

物を誘引し、もしくは忌避させ、又はその生理的機能を抑制する効

果を有する光を利用する技術

具体的には、誘因効果を利用する粘着板や非散布型農薬含有テー

プの利用技術、忌避効果や生理的機能の抑制効果を利用する黄色蛍

光灯、シルバーフィルム等の反射資材、紫外線除去フィルムを利用

する技術等が含まれる

《注意点》粘着板の利用と生物農薬利用技術を組み合わせて行う

場合は、粘着板で天敵を誘殺しないように注意する

被覆栽培技術 農作物を有害動植物の付着を防止するための資材で被覆する技術

具体的には、べたかけ栽培技術、雨よけ栽培技術、トンネル栽培

気技術、袋かけ栽培技術、防虫ネットによる被覆栽培等である。

《注意点》有害動物による被害を予防する観点から、最適な被覆資

材の選定、被覆状態の維持を行う

フェロモン剤利用技 農作物を害する昆虫のフェロモン作用を有する物質を有効成分と

術 する薬剤であって、農薬取締法第２条第１項又は第１５条の２第１

項の登録を受けたものを使用する技術

《注意点》害虫の発生密度や圃場の規模等により防除効果が変動

することから、適切な条件で行う

マルチ栽培技術 土壌の表面を有害動植物のまん延を防止するための資材で被覆す

る技術

《注意点》まん延防止効果を維持する観点から、最適な被覆資材

の選択、被覆状態の維持を行う
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３ 導入指針策定の基本的考え方

（１）農作物の種類

持続性の高い農業生産方式の対象となる主要な種類の農作物の選定に当たっては、県内

での作付面積、収穫量、生産額その他本県農業における位置付け等を総合的に勘案し、選

定した。ただし、今後、持続性の高い農業生産方式の普及浸透に併せて、適宜、農作物の

追加を行う。

（２）導入指針の区域

、 、導入する持続性の高い農業生産方式が 地域ごとに大きな差異が認められないことから

農作物別に県全体を１つの区域とした。

（３）持続性の高い農業生産方式の内容

持続性の高い農業生産方式については、施行規則で定められた技術を、農作物毎に現時

点での知見や試験研究結果に基づき、本県での適応性や市場性等を考慮しできるだけ網羅

して、農業者が選択できるように策定した。

（４）使用の目安

①たい肥等の投入量、肥料、化学農薬について使用の目安を示した。

②肥料の使用の目安は、投入される肥料の窒素成分量の全量を示し、そのうち投入される

肥料の化学窒素成分量を慣行レベルの７０％とした。

③農薬の使用の目安は、有害動植物の防除に用いる化学農薬の有効成分使用回数を慣行レ

ベルの７０％とした。

４ 導入計画の作成にあたって

導入指針に示した「使用の目安」や「留意事項」は、持続性の高い農業生産方式を導入する

にあたっての目標や留意すべき事項を示したものであり、これらは個々の営農条件や技術等に

応じて、個別に農業者が定めて実施することとする。

また、導入計画の作成にあたっては、隠岐支庁農林局及び各農林振興センターの助言と技術

指導を受けて作成するものとする。
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第２ 導入すべき持続性の高い農業生産方式の内容

１ 水 稲

水田生産力維持増進のために たい肥等有機質資材 稲わらたい肥など または緑肥 レ、 （ ） （

ンゲなど）のいずれかの施用を主体に土質の改善を図る。

化学肥料については、側条施肥田植え、肥効調節型肥料の施用、または有機質肥料の施

用のいずれか、あるいはこれらの技術の組み合わせにより施用量の節減を図る。

化学農薬については、温湯種子消毒による殺虫殺菌剤の使用削減や除草用動物（アイガ

モ、コイ）の利用、再生紙マルチ栽培、または中耕除草のいずれかにより除草剤の削減を

行い、あわせて耐病性品種の選定、健全な生育の確保、高度な発生予察、生育の初期段階

における病害虫防除の徹底により農薬使用回数の節減を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

（ ）たい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２ 以下 ※t/10a
施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 以下化学肥料 ○局所施肥技術（側条施肥田植え） ８ ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

５．６ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○温湯種子消毒技術 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○機械除草技術（対象：雑草防除） １５ 回以下

○生物農薬利用技術

○除草用動物利用技術（対象：雑草防除）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の （※）たい肥等の施肥量については、土づくりの進捗状況や土壌診断結果に基

留意事項 づいて決定を行うものとする。

稲わらをすき込む場合は、腐熟を促進するため、秋起こしを実施する。

緑肥は分解による水田の異常還元をまねく危険性があるため、代掻き直前の

施用を避ける。
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２ 麦 類

土壌生産力維持増進のために、たい肥等有機質資材の施用を行い、あわせて地下水位、

ｐH等を適正に保つ総合的な土壌改良対策を講じる。

化学肥料については、局所施肥、肥効調節型肥料の施用、または有機質肥料の施用のい

ずれか、あるいはこれらの技術の組み合わせにより施用量の節減を図る。

化学農薬については、温湯種子消毒による殺菌剤の使用低減や中耕除草またはマルチ栽

培により除草剤の削減を行い、あわせて健全な生育の確保、高度な発生予察、生育の初期

段階における病害虫防除の徹底により農薬使用回数の節減を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １５．３ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１０．７ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○温湯種子消毒技術 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○機械除草技術（対象：雑草防除） ５ 回以下

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の

留意事項
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３ 大 豆

、 、 、土壌生産力維持増進のために たい肥等有機質資材の施用を行い あわせて作土の厚さ

地下水位、ｐH等を適正に保つ総合的な土壌改良対策を講じる。

化学肥料については、局所施肥、肥効調節型肥料の施用、または有機質肥料の施用のい

ずれか、あるいはこれらの技術の組み合わせにより施用量の節減を図る。

化学農薬については、フェロモン剤利用による殺虫剤の削減あるいは中耕除草またはマ

ルチ栽培による除草剤の削減のいずれか、もしくは両方を行い、あわせて健全な生育の確

保、高度な発生予察、生育の初期段階における病害虫防除の徹底により農薬使用回数の節

減を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ５．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

３．５ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） ８ 回以下

○フェロモン剤利用技術

（対象：ハスモンヨトウ）

その他の

留意事項
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４ 小 豆

、 、 、土壌生産力維持増進のために たい肥等有機質資材の施用を行い あわせて作土の厚さ

地下水位、ｐH等を適正に保つ総合的な土壌改良対策を講じる。

化学肥料については、局所施肥、肥効調節型肥料の施用、または有機質肥料の施用のい

ずれか、あるいはこれらの技術の組み合わせにより施用量の節減を図る。

化学農薬については、フェロモン剤利用による殺虫剤の削減あるいは中耕除草またはマ

ルチ栽培による除草剤の削減のいずれか、もしくは両方を行い、あわせて健全な生育の確

保、高度な発生予察、生育の初期段階における病害虫防除の徹底により農薬使用回数の節

減を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ４．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

３．２ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） ４ 回以下

○フェロモン剤利用技術（対象：ハスモンヨト

ウ）

その他の

留意事項
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５ そ ば

土壌生産力維持増進のために、たい肥等有機質資材の施用を行い、あわせて地下水位、

ｐH等を適正に保つ総合的な土壌改良対策を講じる。

化学肥料については、局所施肥、肥効調節型肥料の施用、または有機質肥料の施用のい

ずれか、あるいはこれらの技術の組み合わせにより施用量の節減を図る。

化学農薬については、中耕除草またはマルチ栽培により除草剤の削減を行い、あわせて

健全な生育の確保により農薬使用回数の節減を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 １

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２．１ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） １ 回以下

その他の

留意事項
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６ だいこん

たい肥を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、化学肥料低減のために被覆肥料

を利用する。

化学農薬の使用量を低減するために、熱利用土壌消毒、抵抗性品種の利用による病害防

除やＢＴ剤等の生物農薬、黄色蛍光灯、反射資材等を活用した害虫防除をおこなう。

除草等については、マルチ栽培により除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２３．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１６．１ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術 ７ 回以下

（対象：鱗翅目害虫、軟腐病）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性品種栽培技術（対象：萎黄病）

○熱利用土壌消毒技術（対象：ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ヨトウムシ類）

・反射資材（対象：アブラムシ類）

その他の たい肥は、冬から春にかけて施用し、よく耕うんしておく。

留意事項
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７ か ぶ

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、作物体の健全な育成、品質

の向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の低減を図る。

化学農薬については、条間を中耕することにより除草剤を削減し、害虫に対してはＢＴ

、 、 。剤 フェロモン剤を使用し 抵抗性品種の利用による病害防止により使用回数を低減する

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２３．０ 以下化学肥料 ○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１６．１ 以下ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫） ４ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性品種利用技術（対象：根こぶ病）

その他の ほ場の排水を良好にする。

留意事項 密植を避け、通風をよくする。
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８ にんじん

たい肥施用により土壌の性質の改善を図るが、岐根等の障害を避けるため前作時に十分

施しておく。前作にはセンチュウ類の対抗植物としてマリーゴールドを作付けすることに

より、土壌消毒剤の使用を控える。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２２．３ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１５．６ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術（対象：ｾﾝﾁｭｳ） ８ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の 砕土、整地は十分に行う。

留意事項



- 14 -

９ ごぼう

たい肥施用により土壌の性質の改善を図るが、岐根等の障害を避けるため前作時に十分

施しておく。前作にはセンチュウ類の対抗植物としてマリーゴールドを作付けすることに

より、土壌消毒剤の使用を控える。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２２．９ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１６．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術（対象：ｾﾝﾁｭｳ） ２ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の 耕土の深い場所で作付けする。連作を嫌うので４～５年は休耕する。

留意事項
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１０ さといも

堆肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、作物体の健全な育成、品質の

向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の低減を図る。

化学農薬については、マルチ栽培を行い、除草剤を削減し、フェロモン剤や黄色蛍光灯

の利用による害虫防除回数の低減を行う。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２２．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１５．４ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術（対象：センチュウ） ６ 回以下

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：ハスモンヨト

ウ）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ハスモンヨトウ）

その他の ほ場の排水を良好にする。

留意事項 夏期の乾燥時にはかん水を実施し、生育を促す。
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１１ やまのいも

土壌生産力維持増進のために、たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図る。化学

肥料については、肥効調節型肥料の施用により施用量の削減と省力化を図る

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

○たい肥等有機質資材施用技術

窒素成分量 ３０．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２１．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ﾔﾏﾉｲﾓｺｶﾞ） ６ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

（ ）○フェロモン剤利用技術 対象：ｼﾛｲﾁﾓﾝｼﾞﾖﾄｳ

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の 連作を嫌うので、長くても２年でほ場を交換する。

留意事項 種芋は病気、センチュウ等に汚染されていない優良種苗を使用する。
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１２ しょうが

有機質に富んだ保水力のよい水田での栽培がよいが、たい肥施用で土壌の性質の改善を

図る。肥料も有機質主体の基肥を使用する。

熱利用土壌消毒や黄色蛍光灯の利用による化学農薬の使用削減やマルチ栽培を行うこと

で除草剤を使用しないとともに保水性、保温性を高める。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２５．８ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１８．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 １１ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○熱利用土壌消毒技術（対象：根腐腐敗病）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：アワノメイガ）

その他の 連作すると根茎腐敗病が多くなるので、できれば３年以上休耕する。

留意事項
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１３ れんこん

地力維持増進のために、堆肥の施用により、土壌改良を図る。

化学肥料低減のために肥効調節型肥料を用いた化学肥料の利用率向上を図ったり、施用

の一定量を有機質肥料とし、化学肥料代替を図る。

病害虫防除は機械除草により化学農薬の低減を図る。また、冬期湛水処理により病害虫

発生の低減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ４５．８ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

３２．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 ９ 回以下

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の

留意事項
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１４ キャベツ

土壌生産力維持増進のために、たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図る。化学

肥料については、肥効調節型肥料の施用により量の削減と省力化を図る。

化学農薬については、ＢＴ剤を使用するほか、フェロモントラップを利用した高度な発

生予察や黄色蛍光灯の利用により農薬使用回数全体の削減と適期の薬剤散布を図るものと

する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３２．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２２．４ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術 １６ 回以下

（対象：鱗翅目害虫、軟腐病）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性品種栽培技術（対象：萎黄病）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ハスモンヨトウ）

その他の 発生予察にあたってはフェロモントラップでの調査に併せて、ほ場内の害虫

留意事項 の発生状況を把握したうえで適切な対応をする。
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１５ はくさい

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、施肥については施用の一定

量を有機質肥料とし、肥効の均一化、土質の改善を図る。

化学農薬については抵抗性品種の利用やＢＴ剤を使用する他、フェロモントラップを利

用した高度な発生予察や、黄色蛍光灯の利用により農薬使用全体の削減と適期の薬剤散布

を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３８．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２６．８ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術 １１回以下

（対象：鱗翅目害虫、軟腐病）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性品種栽培技術（対象：根こぶ病）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ハスモンヨトウ）

その他の ほ場の排水を良好にする。

留意事項 密植を避け、通風をよくする。
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１６ ほうれんそう

ハウス果菜類の後作として作付けするが、前作の残肥も考慮して土壌診断の結果に基づ

いて物理性の改善を主目的としたたい肥の施用や、作物体の健全な育成、品質向上を目指

した有機質肥料の施用により化学肥料の削減を図る。

化学農薬については、被覆栽培（雨よけ）や抵抗性品種の利用、熱利用土壌消毒や紫外

線除去フィルムの利用により使用低減と品質向上を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２０．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１４．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 ７ 回以下

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性品種栽培技術（対象：べと病）

○土壌還元消毒

○熱利用土壌消毒技術（対象：萎凋病）

○光利用技術

・紫外線除去フィルム利用技術（対象：スリッ

プス類）

その他の ハウスの開閉部を防虫ネット等で被覆する。密植を避け通風をよくする。

留意事項 ハウス周辺の除草をする。
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１７ ねぎ（白ねぎ）

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、肥効調節型肥料の施用によ

り化学肥料の削減を図る。

化学農薬については管理機等で中耕・土寄せすることにより除草剤の使用回数の削減を

図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２１．７ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１５．１ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ｼﾛｲﾁﾓﾝｼﾞﾖﾄｳ） １４ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の ほ場の周囲に排水溝を設ける。

留意事項
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１８ ねぎ（葉ねぎ）

土壌診断の結果に基づいて物理性の改善を主目的としたたい肥の施用や、作物体の健全

な育成、品質向上を目指した有機質肥料の施用を図る。また、周年栽培で３作程度作付け

するので２作目以降は３割程度減肥することにより化学肥料の削減を図る。

化学農薬については、被覆栽培や粘着板、黄色蛍光灯、紫外線除去フィルム等の利用に

より使用回数の低減と品質向上を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２２．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１５．４ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ｼﾛｲﾁﾓﾝｼﾞﾖﾄｳ） ６ 回以下

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・粘着板（対象：スリップス類）

・黄色蛍光灯（対象：シロイチモンジヨトウ）

・紫外線除去フィルム（対象：スリップス類）

その他の ハウスの開閉部を防虫ネット等で被覆する。密植を避け通風をよくする。

留意事項 ハウス周辺の除草をする。
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１９ たまねぎ

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、肥効調節型肥料の施用によ

り施用量の削減と省力化を図る。

化学農薬については条間を中耕することにより除草剤の使用回数を削減するものとす

る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２８．９ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２０．２ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：軟腐病） ２３ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の ほ場の排水を良好にする。

留意事項 最終追肥は３月中旬とし、収穫後の貯蔵性を向上させる。
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２０ に ら

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、有機成分の入った肥料を施

用して化学肥料の施用量を削減する。

化学農薬については適期散布で使用回数を減らすとともに、マルチ栽培をすることによ

って除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３２．２ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２２．５ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 ５ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の 深耕により根圏の拡大を図る。

留意事項
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２１ しゅんぎく

ハウス内での周年栽培や、果菜類及び他の葉菜類との輪作体系の一環として栽培される

ことが多い。従って、物理性の維持・改善を目的としたたい肥の施用に努めるとともに、

前作の残肥も考慮して、土壌分析の結果に基づいた施肥量の適正化や作物の健全な生育・

品質向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の削減を図る。

化学農薬については、被覆資材や防虫ネットの活用、ＢＴ剤、粘着板、黄色蛍光灯、紫

外線除去フィルム等の利用により化学農薬の使用回数低減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３０．８ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２１．５ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術（対象：センチュウ類） ４ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・粘着板（対象：マメハモグリバエ）

・黄色蛍光灯（対象：ヨトウムシ）

・紫外線除去フィルム（対象：スリップス類）

その他の ほ場周辺の除草をする。密植を避け、通風を良くする。

留意事項 ハウスの開閉部を防虫ネット等で被覆する。

ハウス栽培では、高温期のハウス密閉、太陽熱消毒等の実施により、病害虫

及び雑草の防除を行う。
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２２ にんにく

たい肥施用で土壌の性質の改善を図る。肥料も有機質主体の基肥を使用するが、酸性の

強い圃場では球の肥大が小さいので石灰類で矯正する。

マルチ栽培を行うことで除草剤を使用しないとともに保水性、保温性を高める。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １８．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１２．６ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ﾈｷﾞｺｶﾞ） ８ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の

留意事項
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２３ らっきょう

土壌生産力維持増進のため、土壌診断に基づくたい肥の施用を図る。

施肥については、肥効調節型肥料を用いた化学肥料の利用効率向上や施用の一定量を有

機質肥料するなどし、化学肥料の削減・代替を図る。

病害虫防除にあたっては機械防除による化学農薬の削減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 １

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２１．５ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１５．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術（対象：） １２ 回以下

○被覆栽培技術（対象：）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の ウイルスフリー種球を導入すれば、病害が軽減できる。

留意事項
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２４ ふ き

多肥栽培を行うので、土壌診断に基づき施肥量を加減する。

塩類集積を防ぐため、栽培期間終了後はビニール被覆を取り除くとともに、必要に応じ

牧草等のクリーニングクロップを導入する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ５

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １０４．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

７２．８ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 ６ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の 種根はウイルス病の汚染、腐れ等が無い優良種苗を使用する。

留意事項
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２５ みょうが

土壌生産力維持増進のために、たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図る。

施肥については、施用の一定量を有機質肥料とし、作物体の健全な生育、品質の向上を

図る。

化学農薬については、排水、通風の改善等、耕種的防除や反射資材の利用の組み合わせ

により、使用回数の低減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １６．８ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１１．７ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 ２ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・反射資材（対象：アブラムシ類）

その他の 良質な敷料を施用するなど、地際環境の改善を図る。

留意事項
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２６ 畑わさび

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、施肥については、施用の一

定量を有機質肥料としたり、肥効調節型肥料の施用により、施用量の削減を図る。

化学農薬については、ほ場環境の改善により、使用回数の削減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １４．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１０．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 ７ 回以下

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：ｺﾅｶﾞ）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の 適地の選定及び遮光資材の有効利用について留意する。

留意事項
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２７ せ り

堆肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、作物体の健全な育成、品質の

向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の低減を図る。

化学農薬については、ハウス被覆を行うとともに密植を避け、通風をよくし使用回数を

削減する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １１７．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

８２．３ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 １ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の 密植を避け、通風をよくする

、 。留意事項 アブラムシは水に弱いので 深水にして葉先まで水没させ一昼夜後落水する
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２８ こまつな

ハウス内での周年栽培や、果菜類及び他の葉菜類との輪作体系の一環として栽培される

ことが多い。従って、物理性の維持・改善を目的としたたい肥の施用に努めるとともに、

前作の残肥も考慮して、土壌分析の結果に基づいた施肥量の適正化や作物の健全な生育・

品質向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の削減を図る。

病害虫では抵抗性品種の利用や粘着板、反射資材、紫外線除去フィルム等の活用や、Ｂ

Ｔ剤等を利用することによって化学農薬の使用回数削減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １６．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１１．２ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ｺﾅｶﾞ） ２ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性品種栽培技術（対象：萎黄病）

○土壌還元消毒

○光利用技術

・粘着板（対象：アブラムシ類）

・反射資材（アブラムシ類）

・紫外線除去フィルム（対象：灰色かび病）

その他の ほ場周辺の除草をする。密植を避け、通風を良くする。

留意事項 ハウスの開閉部を防虫ネット等で被覆する。

ハウス栽培では、高温期のハウス密閉、太陽熱消毒等の実施により、病害虫

及び雑草の防除を行う。高温期には、萎黄病に強い品種を選択する。
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２９ 広島菜

たい肥施用を中心とした土壌の改善を図るとともに、有機質肥料の施用により化学肥料

の削減を図る。

病害虫防除については、他作物との輪作、栽培適地の選定や抵抗性品種の利用を行った

上で、薬剤としてはＢＴ剤等を利用することによって、化学農薬の削減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２５．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１７．９ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫） ４ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性品種栽培技術（対象：根こぶ病）

その他の ほ場周辺の除草をする。密植を避け、通風を良くする。

留意事項 ハウスの開閉部を防虫ネット等で被覆する。

ハウス栽培では、高温期のハウス密閉、太陽熱消毒等の実施により、病害虫

及び雑草の防除を行う。
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３０ みずな

たい肥や有機質肥料の施用により、化学肥料の削減に努める。

病害虫については、コナガ、キスジノミハムシの被害を受けやすい。被覆資材や防虫ネ

ット、反射資材の利用と収穫残さの持ち出し、夏季の太陽熱利用消毒などで対応するとと

もに、農薬としては、ＢＴ剤等を利用することによって、化学農薬の使用回数削減に努め

る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３９．２ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２７．４ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫） ２ 回以下

○対抗植物利用技術

（ ）○被覆栽培技術 対象：雨よけによる病害予防

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・反射資材（対象：アブラムシ類）

その他の ほ場周辺の除草をする。密植を避け、通風を良くする。

留意事項 ハウスの開閉部を防虫ネット等で被覆する。

ハウス栽培では、高温期のハウス密閉、太陽熱消毒等の実施により、病害虫

及び雑草の防除を行う。
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３１ のざわな

たい肥を主体として土壌性質の改善を図るとともに、化学肥料低減のために有機質肥料

を利用する。

化学農薬の使用量を低減するために、ＢＴ剤等の生物農薬を活用する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２５．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１７．９ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫） ２ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の

留意事項
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３２ なばな

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、有機質肥料と化学肥料を組

み合わせて化学肥料を低減する。

化学農薬については、マルチ資材を利用し除草をするとともに、生物農薬（ＢＴ剤）や

黄色蛍光灯を組み入れた防除により削減する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２５．８ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１８．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫） ３ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ヨトウムシ類）

その他の

留意事項
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３３ しそ

たい肥施用により土壌を改善し、有機質肥料と化学肥料を組み合わせて化学肥料の低減

を図る。

化学農薬については、防虫ネット、黄色蛍光灯による害虫予防や紫外線除去フィルムに

よる病害防除やマルチ栽培で雑草を抑えることにより低減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２５．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１７．９ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術 ６ 回以下

（対象：ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、ハダニ類）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術（対象：アブラムシ類）

○フェロモン剤利用技術（対象：ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ハスモンヨトウ）

・紫外線除去フィルム（対象：灰色かび病）

その他の

留意事項
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３４ たかな

たい肥や有機質肥料の施用により、化学肥料の削減を図る。

病害虫については、アブラムシ、コナガ等の被害を受けやすい。防除にあたっては、初

期防除に留意し、農薬としては、ＢＴ剤等を利用することによって、化学農薬の使用回数

削減に努める。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２９．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２０．７ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫） ３ 回以下

○対抗植物利用技術（対象：ネコブ病、センチ

ュウ類等）

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の ほ場周辺の除草をする。密植を避け、通風を良くする。

留意事項 ハウスの開閉部を防虫ネット等で被覆する。

ハウス栽培では、高温期のハウス密閉、太陽熱消毒等の実施により、病害虫

及び雑草の防除を行う。
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３５ カリフラワー

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、有機成分の入った肥料を施

用して化学肥料の施用量を削減する。

化学農薬については生物農薬、黄色蛍光灯の利用や適期散布で使用回数を減らすととも

に、マルチ栽培をすることによって除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２４．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１７．２ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫） ９ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ハスモンヨトウ）

その他の 乾燥には比較的強いが湿害には弱いので排水に留意する。

留意事項
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３６ レタス

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、肥効調節型肥料の施用によ

り施用量の削減と省力化を図る。

化学農薬については反射資材や紫外線除去フィルムの利用による病害虫防除による使用

削減や、マルチ栽培により除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １６．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１１．２ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫） ９ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・反射資材（対象：アブラムシ類）

・紫外線除去フィルム（対象：菌核病）

その他の ほ場の排水を良好にする。密植を避け、通風をよくする。

留意事項
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３７ セルリー

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、有機成分の入った肥料を施

用して化学肥料の施用量を削減する。

化学農薬については、粘着板利用や適期散布で使用回数を減らすとともに、マルチ栽培

をすることにより除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ７２．８ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

５０．９ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 ７ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・粘着板（対象：ハモグリバエ）

その他の 根が浅く乾燥には弱いので、土壌水分に注意し、肥料切れをさせない。

留意事項
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３８ パセリ

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、作物体の健全な育成、品質

の向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の低減を図る。

化学農薬については、生物農薬、フェロモン剤、黄色蛍光灯の利用による使用低減やマ

ルチ栽培により除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２１．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１４．９ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ） ３ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ハスモンヨトウ）

その他の ほ場の排水を良好にする。

留意事項 密植を避け、通風をよくする。
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３９ アスパラガス

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、マルチ効果により雑草を抑

える。

化学肥料を低減するために、有機質肥料と化学肥料を組み合わせて施用する。

化学農薬を低減するために、粘着板、黄色蛍光灯、被覆栽培、紫外線除去フィルムの利

用に併せ自然枯死した茎葉を除去し、株焼処理を行い病害の発生を抑える。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ６

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３０．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２１．２ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ） １２ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・粘着板（対象：スリップス類）

・黄色蛍光灯（対象：ハスモンヨトウ）

・紫外線除去フィルム（対象：スリップス類）

その他の 過繁茂を避け、通風をよくする。

留意事項
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４０ ブロッコリー

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、肥効調節型肥料の施用によ

り施用量の削減と省力化を図る。

化学農薬については、抵抗性品種の利用やＢＴ剤、黄色蛍光灯を利用するほか、フェロ

モントラップを利用した高度な発生予察を行い、農薬使用回数の削減と適期の薬剤散布を

図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３６．１ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２５．２ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫） １６ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性品種利用技術（対象：根こぶ病）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ハスモンヨトウ）

その他の 発生予察にあたってはフェロモントラップでの調査に併せて、ほ場内の害虫

留意事項 の発生状況を把握したうえで適切な対応をする。
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４１ モロヘイヤ

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、有機質肥料の施用により

化学肥料の施用量の削減を図る。

マルチ栽培により、除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２４．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１７．２ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 ４ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の

留意事項
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４２ チンゲンサイ

ハウス内での周年栽培や、果菜類及び他の葉菜類との輪作体系の一環として栽培される

ことが多い。従って、物理性の維持・改善を目的としたたい肥の施用に努めるとともに、

前作の残肥も考慮して、土壌分析の結果に基づいた施肥量の適正化や作物の健全な生育・

品質向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の削減を図る。

病害虫ではコナガ、被覆資材、防虫ネット、反射資材の利用や、ＢＴ剤等を利用するこ

とによって化学農薬の使用回数削減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １９．２ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１３．４ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫） ３ 回以下

○対抗植物利用技術（対象：ネコブ病、センチ

ュウ類等）

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・反射資材（対象：アブラムシ類）

その他の ほ場周辺の除草をする。密植を避け、通風を良くする。収穫残さの除去を徹

留意事項 底する。ハウスの開閉部を防虫ネット等で被覆する。

ハウス栽培では、高温期のハウス密閉、太陽熱消毒等の実施により、病害虫

及び雑草の防除を行う。
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４３ スイートコーン

たい肥を主体として土壌の性質を改善を図るとともに、化学肥料の低減を図るために有

機質肥料と化学肥料を組み合わせて施肥を行う。

化学農薬については、播種後べたがけ資材によるトンネル被覆を行い、生育初期の害虫

を抑え、生物農薬や黄色蛍光灯を利用するとともに、マルチ栽培による雑草防除により使

用削減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３１．２ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２１．８ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ） ６ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術（対象：アブラムシ類）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：アワノメイガ）

その他の

留意事項
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４４ さやえんどう

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、作物体の健全な育成、品質

の向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の低減を図る。

化学農薬についてはマルチ栽培により除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １６．５ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１１．５ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ｼﾛｲﾁﾓﾝｼﾞﾖﾄｳ） ７ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術（対象：アブラムシ類）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の ほ場の排水を良好にする。

留意事項 密植を避け、通風をよくする。
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４５ さやいんげん

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、有機質肥料の施用により化

学肥料の削減を図る。

化学農薬については、被覆栽培（雨よけ）や紫外線除去フィルムの利用、反射資材によ

り使用回数の削減と品質向上を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １４．８ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１０．３ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ハダニ類） ６ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・反射資材（対象：アブラムシ類）

・紫外線除去フィルム（対象：灰色かび病）

その他の 前作のあとハウス内に十分潅水してほ場の水分を均一化する。

留意事項 ハウス周辺の除草を行う。
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４６ そらまめ

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、有機質肥料の施用により

化学肥料の削減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １７．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１２．１ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 ７ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の 種子は無病の種子を使用する。

留意事項
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４７ きゅうり

長年の連作により、土壌への養分の過剰な蓄積や不均衡、物理性の悪化が懸念される。

そこで、土壌診断の結果に基づいて、物理性の改善を主目的としたたい肥の施用や、作物

体の健全な育成、品質向上を目指した有機質肥料を施用する。

化学農薬については抵抗性台木の利用や熱利用土壌消毒、被覆栽培や紫外線除去フィル

ムの利用とマルチ栽培、粘着板や、反射資材、天敵の利用により使用回数の削減と品質向

上を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ４６．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

３２．６ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：コナジラミ類、ア ２９ 回以下

ザミウマ類、アブラムシ類、ハダニ類、鱗翅

目害虫、ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

（ ）○フェロモン剤利用技術 対象：ｼﾛｲﾁﾓﾝｼﾞﾖﾄｳ

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性台木利用技術（対象：つる割病）

○熱利用土壌消毒技術（対象：苗立枯病）

○光利用技術

・粘着板（対象：アブラムシ類）

・反射資材（対象：スリップス類）

・紫外線除去フィルム（対象：灰色かび病）

その他の 一定期間、天井部分の被覆物を除去し、雨にあてることが望ましい。

留意事項 ハウスの開閉部を防虫ネット等で被覆する。

天敵の利用に当たっては対象害虫の初発時期を見計らう。
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４８ しろうり

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、施肥の一定量を有機質肥料

とし、化学肥料の削減を図る。

化学農薬につては抵抗性台木の利用や反射資材による使用削減やマルチ栽培により、除

草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ４

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３４．２ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２３．９ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 ７ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性台木利用技術（対象：つる割病）

○光利用技術

・反射資材利用技術（対象：アブラムシ類）

その他の 整枝作業を適期に行い、過繁茂としない。

留意事項
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４９ かぼちゃ

土壌の性質の改善を図るためたい肥施用をするが、つるぼけを防ぐため肥料成分の少な

いたい肥を使用する。また、基肥も有機質肥料中心で控えめに施用し、着果を確認してか

ら追肥を行う。

化学農薬の低減のため、マルチ栽培により除草剤を使わない他、排水対策、敷きわらに

より病害の発生を防ぐ。また、害虫の飛来回避と初期生育の促進のためホットキャップを

被覆し、除去後は粘着板や反射資材を利用する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ５．５ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

３．８ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ） ８ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・粘着板（対象：アブラムシ類）

・反射資材（対象：アブラムシ類）

その他の 根は広く伸びるが浅いので、高畝にしてやる。

留意事項
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５０ すいか

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、施肥のほぼ半量を有機質肥

料とし、果実の品質向上や収量の向上を図る。

連作する場合は、抵抗性台木を利用したり、熱利用土壌消毒により障害を回避する。

また、マルチ資材、反射資材を利用し、防除回数と除草剤の低減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １０．７ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

７．４ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：アブラムシ類、ハ １２ 回以下

ダニ類、ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

（ 、 ）○マルチ栽培技術 対象：害虫回避 雑草防除

○抵抗性台木利用技術（対象：つる割病）

○熱利用土壌消毒技術（対象：黒点根腐病）

○光利用技術

・反射資材（対象：アブラムシ類）

その他の

留意事項
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５１ メロン

長年の連作により、土壌への養分の過剰な蓄積や不均衡、物理性の悪化が懸念される。

そこで、土壌診断の結果に基づいて、物理性の改善を主目的としたたいの施用や、作物体

の健全な育成、糖度等の品質向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の削減を図

る。

、 、 、化学農薬については 抵抗性品種・台木の利用や熱利用土壌消毒を行うほか 被覆栽培

マルチ栽培はもちろんのこと、島根県のメロン栽培の特徴であるアムスの立体栽培を行う

ことや反射資材等の利用により、使用回数の削減と品質向上を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １２．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

８．６ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：コナジラミ類、ア ９ 回以下

ブラムシ類、アザミウマ類、鱗翅目害虫、ﾈｺ

ﾌﾞｾﾝﾁｭｳ）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

（ 、 ）○マルチ栽培技術 対象：害虫回避 雑草防除

（ ）○抵抗性品種・台木利用技術 対象：つる割病

○熱利用土壌消毒技術（対象：黒点根腐病）

○光利用技術

・反射資材（対象：アブラムシ類）

その他の 一定期間、天井部分の被覆物を除去し、雨にあてることが望ましい。

留意事項 ハウス周辺の除草を行う。



- 57 -

５２ な す

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、施肥量の半量以上を有機質

肥料とし、果実の品質向上や収量の増加を図る。

化学農薬については抵抗性品種・台木の利用やＢＴ剤、黄色蛍光灯の利用により使用削

減を行うとともに、マルチ栽培により除草剤は使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ７５．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

５２．５ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：アザミウマ類、ハ １８ 回以下

ダニ類、アブラムシ類、鱗翅目害虫、灰色か

び病）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術）

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性品種・台木利用技術（対象：青枯病）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ハスモンヨトウ）

その他の ほ場の排水を良好にする。

留意事項 周囲に防風ネットを張る。
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５３ トマト

長年の連作により、土壌への養分の過剰な蓄積や不均衡、物理性の悪化が懸念される。

そこで、土壌診断の結果に基づいて、物理性の改善を主目的としたたい肥の施用や、作物

体の健全な育成、品質向上を目指した有機質肥料を施用する。

化学農薬については、抵抗性品種・台木の利用、熱利用土壌消毒や被覆栽培・紫外線除

去フィルムの利用、マルチ栽培はもちろんのこと、天敵の導入 粘着板、非散布型農薬含

、 、 。有テープ 反射資材 黄色蛍光灯等を利用し使用回数の削減と品質向上を図るものとする

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３０．７ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２１．４ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫、ｵﾝｼﾂ ２０ 回以下

ｺﾅｼﾞﾗﾐ、ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ、灰色かび病）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性品種・台木利用技術（対象：青枯病）

○土壌還元消毒

○熱利用土壌消毒技術（対象：萎凋病）

○光利用技術

・粘着板、非散布型農薬含有テープ（対象：コ

ナジラミ類）

・黄色蛍光灯（対象：ハスモンヨトウ）

・反射資材（対象：スリップス類）

・紫外線除去フィルム（対象：灰色かび病）

その他の 一定期間、天井部分の被覆物を除去し、雨にあてることが望ましい。

留意事項 ハウスの開閉部を防虫ネット等で被覆する。

天敵の利用にあたっては対象病害虫の発生時期を見計らう。
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５４ いちご

長年の連作により、土壌への養分の過剰な蓄積や不均衡、物理性の悪化が懸念される。

そこで、土壌診断の結果に基づいて物理性の改善を主目的としたたい肥の施用や、作物体

の健全な育成、品質向上を目指した有機質肥料の施用を図る。

化学農薬については、熱利用土壌消毒や被覆栽培とマルチ栽培、天敵の利用、黄色蛍光

灯等により使用回数の削減と品質向上を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２４．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１６．７ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫、ハダ （硫黄薫蒸を除く）

ニ類、アザミウマ類、アブラムシ類、灰色か ３４ 回以下

び病）

○対抗植物利用技術 硫黄燻煙回数（硫黄燻煙を行

○被覆栽培技術 う場合）

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫） ３５回以下

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○土壌還元消毒

○熱利用土壌消毒技術（対象：萎黄病）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ハスモンヨトウ）

その他の 一定期間、天井部分の被覆物を除去し、雨にあてることが望ましい。

留意事項 ハウス周辺の除草を行う。
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５５ ピーマン

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、施肥の半量以上を有機質肥

料とし、果実の品質向上や収量の増加を図る。

化学農薬については抵抗性台木の利用や熱利用土壌消毒、被覆栽培・資材線除去フィル

ムや粘着板、非散布型農薬含有テープの利用、反射資材や黄色蛍光灯等により使用低減す

るとともにマルチ栽培により除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３３．７ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２３．５ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫、アザ １９ 回以下

ミウマ類、ハダニ類、アブラムシ類）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性台木利用技術（対象：疫病）

○熱利用土壌消毒技術（対象：青枯病）

○光利用技術

・粘着板・非散布型農薬含有テープ利用技術

（対象：コナジラミ類）

・黄色蛍光灯（対象：オオタバコガ）

・反射資材（対象：アブラムシ類）

・紫外線除去フィルム（対象：スリップス類）

その他の ほ場の排水を良好にする。密植を避け、通風をよくする。

留意事項
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５６ オクラ

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、作物体の健全な育成、品質

の向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の低減を図る。

化学農薬については反射資材等による使用低減やマルチ栽培により除草剤を使用しな

い。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １８．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１２．８ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫） ７ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・反射資材（対象：スリップス類）

その他の ほ場の排水を良好にする。

留意事項 密植を避け、通風をよくする。
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５７ かんしょ

施肥の半量以上を有機質肥料とし、品質向上や収量の増加を図る。

化学農薬についてはマルチ栽培により除草剤を減量する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 １

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ８．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

５．８ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術 ７ 回以下

（対象：ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術

（対象：鱗翅目害虫、コガネムシ類）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の ウイルスフリー苗等の優良苗を使用する。

留意事項
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５８ ばれいしょ

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、作物体の健全な育成、品質

の向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の低減を図る。

化学農薬については生物農薬や反射資材等の利用による使用削減やマルチ栽培により除

草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １４．２ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

９．９ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：軟腐病） ７ 回以下

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・反射資材（対象：アブラムシ類）

その他の ほ場の排水を良好にする。

留意事項 密植を避け、通風をよくする。
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５９ ししとう

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、施肥の半量以上を有機質肥

料とし、果実の品質向上や収量の増加を図る。

化学農薬については、被覆栽培・紫外線除去フィルムや反射資材、生物農薬等の利用に

よる使用削減やマルチ栽培により除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ３６．５ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２５．５ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫、アザ ７ 回以下

ミウマ類、ハダニ類、アブラムシ類）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・反射資材（対象：スリップス類等）

・紫外線除去フィルム（対象：灰色かび病）

その他の ほ場の排水を良好にする。密植を避け、通風をよくする。

留意事項
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６０ ミニトマト

長年の連作により、土壌への養分の過剰な蓄積や不均衡、物理性の悪化が懸念される。

そこで、土壌診断の結果に基づいて、物理性の改善を主目的としたたい肥の施用や、作物

体の健全な育成、品質向上を目指した有機質肥料を施用する。

化学農薬については、抵抗性品種・台木利用や熱利用土壌消毒や被覆栽培・紫外線除去

フィルムの利用、マルチ栽培はもちろんのこと、天敵利用や粘着板・非散布型農薬含有テ

ープ、反射資材、黄色蛍光灯等の利用により使用削減と品質向上を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １６．７ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１１．６ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫、ｵﾝｼﾂ １７ 回以下

ｺﾅｼﾞﾗﾐ、ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ、灰色かび病）

○対抗植物利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○抵抗性品種・台木利用技術（対象：萎凋病）

○熱利用土壌消毒技術（対象：萎凋病）

○光利用技術

・粘着板、非散布型農薬含有テープ（対象：コ

ナジラミ類）

・黄色蛍光灯（対象：オオタバコガ）

・反射資材（対象：スリップス類等）

紫外線除去フィルム（対象：灰色かび病）

その他の 一定期間、天井部分の被覆物を除去し、雨にあてることが望ましい。

留意事項 ハウスの開閉部を防虫ネット等で被覆する。

天敵の利用にあたっては対象病害虫の発生時期を見計らう。
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６１ えだまめ

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、有機質肥料の施用により、

化学肥料の削減を図る。

化学農薬については、フェロモン剤、反射資材の利用により使用低減を行うとともに、

機械除草やマルチ栽培により除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ５．３ 以下化学肥料 ○肥効調節型肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○有機質肥料施用技術

３．７ 以下ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術 ５ 回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○フェロモン剤利用技術

○光利用技術

・反射資材（対象：アブラムシ）

その他の

留意事項
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６２ ねぎ（葉ねぎ、移植）

直播に比べ本ぽでの生育期間が短く、下層に根が伸びにくいので、堆肥等を投入し、土

づくりをしっかり行う。

育苗時の健苗育成に努め、予察により適期防除を行い農薬の使用を低減する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２２．３ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１５．６ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術（対象：ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ） ８回以下

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術（対象：鱗翅目害虫）

○マルチ栽培技術

○光利用技術

・粘着板（対象：スリップス類）

・黄色蛍光灯（対象：ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ）

（ ）・紫外線除去フィルム 対象：スリップス類

○ 生物農薬利用技術

○熱利用土壌消毒技術

その他の

留意事項
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６３ とうがらし

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、施肥の半量以上を有機質肥

料とし、果実の品質向上や収量の増加を図る。

排水性、通気性の良い圃場を選定し、堆肥等の投入による土づくりを行い 。、

定植後は、パオパオ等の被覆で活着を促進し初期生育を確保する。

梅雨期に斑点細菌病が発生しやすいので、草勢が落ちないように管理し、殺菌剤の使用

を削減する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １５．２ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１０．６ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術 ７回以下

○熱利用土壌消毒技術

○光利用技術

・反射資材利用技術（対象：アブラムシ等）

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（雑草防除）

その他の

留意事項
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６４ あすっこ

葉や茎が風で折れやすいので、防風対策を行い病害の発生を抑える。

生育初期は、湿害に弱いので、水田で栽培する場合は、高畦とする。

適期に播種し、年内の生育量を確保し、増収を図るとともに、早植による害虫被害を防

止し、殺虫剤の使用を削減する。

生物農薬の利用により化学合成農薬の使用を削減する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ４３．８ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

３０．６ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（コナガ等） ５回以下

○光利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術

○マルチ栽培技術（雑草防除）

その他の

留意事項
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６５ えごま（葉）

多肥により軟弱徒長や病害の発生が多くなるので、たい肥施用を主体とした土壌の性質

の改善を図るとともに、作物体の健全な育成をめざした有機質肥料の施用により化学肥料

の低減を図る。

化学農薬については、アブラムシ、ハダニ等の初期発生を逃さないように防除し、農薬

の使用回数を削減する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 １

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １５．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１０．６ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術 ２回以下

○熱利用土壌消毒技術

○光利用技術

○被覆栽培技術

○フェロモン剤利用技術

○マルチ栽培技術

その他の 過湿が続くと根腐れを起こすので、排水のよい圃場を選定する。

留意事項 １ｍ以上になるので、倒伏しないように支柱等で誘引する。
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６６ ケール

堆肥等を施用し、根張りを良くし旺盛な生育を進める。

有機質肥料や肥効調節型肥料を用い化学肥料の使用を削減する。

生物農薬やフェロモン剤の利用により、農薬の使用を低減するほか、機械除草等により

雑草を抑制し、除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ４０．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２８．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：コナガ等） ２回以下

○光利用技術

○フェロモン剤利用技術（対象：コナガ等）

○マルチ栽培技術

その他の

留意事項
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６７ ヤーコン

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、作物体の健全な育成、品質

の向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の低減を図る。

化学農薬についてはマルチ栽培により除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

７ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） ０ 回以下

○光利用技術

・反射資材（対象：アブラムシ類）

その他の ほ場の排水を良好にする。

留意事項 密植を避け、通風をよくする。
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６８ ぶどう（デラウェア）

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。また、土壌改良範囲を樹冠占有面
積の ～ とし、根域を制限し根を幹を中心にした狭い範囲に集中することによって1/3 2/5
施肥範囲も制限され、肥料吸収効率を高める土壌改良を行う。
土壌診断や樹体栄養診断の結果に基づいて、肥効調節型肥料や有機質肥料の施用により

的確な施肥を行う。
化学農薬については、被覆栽培（雨除け、袋かけ 、マルチ栽培や、生物農薬、フェロ）

モン剤、黄色蛍光灯、反射資材等を利用し、農薬使用回数の削減を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２
施用技術 たい肥の施用による土壌の肥沃化を促進す

る。土壌改良範囲は樹冠面積の ～ とす1/3 2/5
る。

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２３．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ
うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１６．５ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数
低減技術 中耕・機械除草 １４ 回以下

（ ）○被覆栽培技術 対象：雨よけによる病害予防
○生物農薬利用技術（対象：ハダニ類）

（ ）○フェロモン剤利用技術 対象：ハマキムシ類
○マルチ栽培技術（対象：病害予防、雑草）

病害防除を目的に開花前からビニルマルチ

を行いハウス内の湿度を下げる。

○光利用技術

・粘着板（対象：スリップス類）

・黄色蛍光灯（対象：夜蛾類、カメムシ）

・反射資材（対象：スリップス類）

・紫外線除去フィルム（対象：スリップス類）

その他の ぶどうの加温栽培では、樹勢低下が目立ち始めており、その対策として植栽
留意事項 本数を ％増やす（ 本～ 本／ ａ 。また、樹勢に見合った作型の設50 40 60 10 ）

定を行うとともに加温を行う前から地温を上昇させ根の活性を高めておく。
冬季樹皮剥ぎを行い、越冬病害虫の防除を行う。
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６９ ぶどう（巨峰系品種）

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。また、土壌改良範囲を樹冠占有面
積の ～ とし、根域を制限し根を幹を中心にした狭い範囲に集中することによって1/3 2/5
施肥範囲も制限され、肥料吸収効率を高める土壌改良を行う。
土壌診断や樹体栄養診断の結果に基づいて、肥効調節型肥料や有機質肥料の施用により

的確な施肥を行う。
化学農薬については、被覆栽培（雨除け、袋かけ 、マルチ栽培や、生物農薬、フェロ）

モン剤、黄色蛍光灯、反射資材等を利用し、農薬使用回数の削減を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２
施用技術 たい肥の施用による土壌の肥沃化を促進す

る。土壌改良範囲は樹冠面積の ～ とす1/3 2/5
る。

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １４．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ
うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１０．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数
低減技術 中耕・機械除草 １５ 回以下

（ ）○被覆栽培技術 対象：雨よけによる病害予防
○生物農薬利用技術（対象：ハダニ類）

（ ）○フェロモン剤利用技術 対象：ハマキムシ類
○マルチ栽培技術（対象：病害予防、雑草）

病害防除を目的に開花前からビニルマルチ

を行いハウス内の湿度を下げる。

○光利用技術

・粘着板（対象：スリップス類）

・黄色蛍光灯（対象：夜蛾類、カメムシ）

・反射資材（対象：スリップス類）

・紫外線除去フィルム（対象：スリップス類）

その他の ぶどうの加温栽培では、樹勢低下が目立ち始めており、その対策として植栽
留意事項 本数を ％増やす（ 本～ 本／ ａ 。また、樹勢に見合った作型の設50 40 60 10 ）

定を行うとともに加温を行う前から地温を上昇させ根の活性を高めておく。
冬季樹皮剥ぎを行い、越冬病害虫の防除を行う。
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７０ ぶどう（欧州系及び欧米雑種系品種（※））

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。また、土壌改良範囲を樹冠占有面
積の ～ とし、根域を制限し根を幹を中心にした狭い範囲に集中することによって1/3 2/5
施肥範囲も制限され、肥料吸収効率を高める土壌改良を行う。
土壌診断や樹体栄養診断の結果に基づいて、肥効調節型肥料や有機質肥料の施用により

的確な施肥を行う。
化学農薬については、被覆栽培（雨除け、袋かけ 、マルチ栽培や、生物農薬、フェロ）

モン剤、黄色蛍光灯、反射資材等を利用し、農薬使用回数の削減を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２
施用技術 たい肥の施用による土壌の肥沃化を促進す

る。土壌改良範囲は樹冠面積の ～ とす1/3 2/5
る。

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １４．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ
うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１０．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数
低減技術 中耕・機械除草 １７ 回以下

（ ）○被覆栽培技術 対象：雨よけによる病害予防
○生物農薬利用技術（対象：ハダニ類）
○フェロモン剤利用技術（ハマキムシ類）
○マルチ栽培技術（対象：病害予防、雑草）

病害防除を目的に開花前からビニルマルチ

を行いハウス内の湿度を下げる。

○光利用技術

・粘着板（対象：スリップス類）

・黄色蛍光灯（対象：夜蛾類、カメムシ）

・反射資材（対象：スリップス類）

・紫外線除去フィルム（対象：スリップス類）

その他の ぶどうの加温栽培では、樹勢低下が目立ち始めており、その対策として植栽
留意事項 本数を ％増やす（ 本～ 本／ ａ 。また、樹勢に見合った作型の設50 40 60 10 ）

定を行うとともに加温を行う前から地温を上昇させ根の活性を高めておく。
冬季樹皮剥ぎを行い、越冬病害虫の防除を行う。

（※）デラウェア及び巨峰系品種を除く
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７１ か き

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。また、土壌改良範囲を樹冠占有面
積の ～ とし，根域を制御することによって施肥範囲も制限され，肥料吸収効率を1/3 2/5
高める土壌管理を行う。
かき園の施肥量は，結実促進のため樹勢を制御することが重要なため，漸減傾向にある

ものの，地力の低い園においては多肥栽培が行われている。傾斜地園では肥料の流亡を抑
制するため，肥効調節型肥料や有機質肥料の施用を図る。また，土壌診断及び樹体栄養診
断の結果に基づいて的確な施肥を行う。
化学農薬については、発生予察に基づく的確な防除、生物農薬、フェロモン剤及び黄色

蛍光灯の利用、反射資材やハウス栽培・マルチ栽培・機械除草により農薬使用回数の削減

を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２
施用技術 たい肥の施用による土壌の肥沃化を促進す

る。また，土壌改良範囲を樹冠占有面積の１／
３～２／５とし，その部分へ土壌容積１ｍ 当３

たり ｇ程度の吸収根を発生させるような土100
壌管理を行う。

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １４．８ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ
うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１０．３ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数
低減技術 ○生物農薬利用技術 １３ 回以下

（対象：カキミガ、イラガ類）
○被覆栽培技術（対象：各種病害虫）
○フェロモン剤利用技術

（対象：スカシバ類、ハマキムシ類）
○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

着色前から 程度の被覆率で反射マル70%
チを設置する。

○光利用技術
・黄色蛍光灯（対象：夜蛾類、カメムシ）
・反射資材（対象：スリップス類）

、 。その他の 園内及び樹冠内の通風を良くするよう新梢管理を徹底し 病害の軽減を図る
留意事項
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７２ な し

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。

土壌診断の結果に基づいて有機質肥料中心の的確な施肥体系とする。また，栄養診断を

適時行い，的確な追肥を行う。傾斜地園では肥料分の流亡が多い。施肥効率を高めるよう

に，局部改良などによって根域を制限し，吸収根の密度を高める。

化学農薬については、発生予察に基づく的確な防除、フェロモン剤、黄色蛍光灯の利用

または袋かけ、機械除草により農薬使用回数の削減を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 たい肥の施用による土壌の肥沃化を図る。

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １９．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施肥技術

１３．５ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

元肥は有機質肥料を中心に施用する。

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○被覆栽培技術（対象：各種病害虫） １８ 回以下

○フェロモン剤利用技術

（ 、 ）対象：シンクイムシ類 ハマキムシ類

○マルチ栽培技術

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：夜蛾類、カメムシ）

その他の 病害抵抗性品種の導入を図るとともに，落葉処理，粗皮削りなどの耕種的防

留意事項 除を徹底する。

、 。新梢などの夏季管理を徹底し 樹冠内の通風を良好にして病害の軽減を図る
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７３ く り

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。

土壌診断に基づき肥効調節型肥料や有機質肥料中心の施肥とする。

化学農薬については、発生予察に基づく的確な防除、機械除草により農薬使用回数の削

減を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 敷き草等による園地内での有機物の確保に努

める。

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １７．２ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１２．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ７ 回以下

、 、その他の 園地の中にせん定枝や枯死樹 枯死枝等を放置しないよう園地の清掃を行い

留意事項 生育期間中の樹幹周りの除草を徹底する。
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７４ いちじく

○品種：ドーフィン、蓬莱柿 ○作型：露地

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。

土壌診断に基づき肥効調節型肥料や有機質肥料中心の施肥とする。

化学農薬については、発生予察に基づく的確な防除、天敵微生物の利用、粘着板や反射

資材やハウス栽培・マルチ栽培（稲わら ・機械除草により農薬使用回数の削減を図るも）

のとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 水田転換園では地下水位以下までの有機物

施用はしないよう注意し、根域を中心に肥沃

化を図る。

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ９．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

６．７ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術 ９ 回以下

（対象：カミキリムシ類、ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ）

○被覆栽培技術（対象：各種病害虫）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・粘着板（対象：スリップス類）

・反射資材（対象：スリップス類）

その他の 排水対策を徹底し，樹体の衰弱を抑制する。さらに防風対策を徹底し，耕種

留意事項 的防除をすすめる。
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７５ う め

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。

土壌診断に基づき肥効調節型肥料や有機質肥料中心の施肥とする。

化学農薬については、発生予察に基づく的確な防除、フェロモン剤の利用、マルチ栽培

（稲わら ・機械除草により農薬使用回数の削減を図るものとする。）

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 敷き草や稲わらマルチ等により園内での有

機物確保を行う。

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １４．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１０．２ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○フェロモン剤利用技術 １１ 回以下

（対象：スカシバ類、シンクイムシ類）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の 防風対策の徹底を図り，休眠期の防除を徹底する。

留意事項 落葉処理などの耕種的防除を徹底する。
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７６ も も

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。

土壌診断に基づき肥効調節型肥料や有機質肥料中心の施肥とする。

化学農薬については、発生予察に基づく的確な防除、ハウス栽培、フェロモン剤、黄色

蛍光灯の利用または袋かけ、マルチ栽培（稲わら ・機械除草により農薬使用回数の削減）

を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 稲わらマルチ等を利用しながら肥沃化を図

る。

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １５．６ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１０．９ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ハマキムシ類） １５ 回以下

○被覆栽培技術（対象：各種病害虫）

○フェロモン剤利用技術

（対象：スカシバ類、シンクイムシ類）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：夜蛾類、カメムシ）

その他の 防風対策の徹底を図り，休眠期の防除を徹底する。

留意事項
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７７ りんご

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。

土壌診断に基づき肥効調節型肥料や有機質肥料中心の施肥とする。

化学農薬については、発生予察に基づく的確な防除、ハウス栽培、フェロモン剤、黄色

蛍光灯の利用または袋かけ、マルチ栽培（稲わら ・機械除草により農薬使用回数の削減）

を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 たい肥などを利用して土壌の肥沃化を図る。

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １９．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１３．５ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術 ２３ 回以下

（対象：ハマキムシ類、ﾋﾒﾓﾝｼﾛﾄﾞｳｶﾞ、ｱﾒﾘｶｼ

ﾛﾋﾄﾘ）

○被覆栽培技術（対象：各種病害虫）

○フェロモン剤利用技術

（対象：スカシバ類、シンクイムシ類）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：夜蛾類、カメムシ）

その他の 園内の通風を良好にするよう新梢管理を徹底し、病害の低減を図る。

留意事項 反射マルチを設置して病害抑制と同時に果実品質向上を図る。
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７８ すもも（プルーン）

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。

土壌診断に基づき肥効調節型肥料や有機質肥料中心の施肥とする。

化学農薬については、発生予察に基づく的確な防除、ハウス栽培、フェロモン剤、粘着

板や黄色蛍光灯の利用、マルチ栽培（稲わら ・機械除草により農薬使用回数の削減を図）

ることとする。本県では、果実品質向上のためハウス栽培が前提となる。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

， 。施用技術 たい肥を中心に施用し 土壌の肥沃化を図る

また，根域を樹冠占有面積 ～ としてそ1/3 2/5
の部分の肥沃化を図るような土壌改良をすすめ

る。

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １７．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１１．９ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○被覆栽培技術（対象：各種病害虫） ９ 回以下

○フェロモン剤利用技術

（対象：スカシバ類、シンクイムシ類）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○光利用技術

・粘着板（対象：スリップス類）

・黄色蛍光灯（対象：夜蛾類、カメムシ）

その他の 水田転換園では排水対策を徹底し、樹勢強化を図る。

留意事項 休眠期防除の徹底を図る。
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７９ ゆ ず

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。

土壌診断に基づき肥効調節型肥料や有機質肥料中心の施肥とする。また、逐次葉分析等

を行い適正な追肥を行う。

化学農薬については、発生予察に基づく的確な防除、マルチ栽培（稲わら ・機械除草）

により農薬使用回数の削減を図ることとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

， 。施用技術 たい肥を中心に施用し 土壌の肥沃化を図る

○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １７．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１２．１ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） ８ 回以下

その他の 密生した樹冠内部の新梢管理を徹底するなどの耕種的防除を徹底する。

留意事項
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８０ おうとう

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。

土壌診断に基づき肥効調節型肥料や有機質肥料中心の施肥とする。

、 、 、 、化学農薬については 発生予察に基づく的確な防除 ハウス栽培 フェロモン剤の利用

（ ） 。 、マルチ栽培 稲わら ・機械除草により農薬使用回数の削減を図ることとする 本県では

果実品質向上のためハウス栽培が前提となる。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １７．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１２．１ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：ハマキムシ類） １１ 回以下

○被覆栽培技術（対象：各種病害）

（ ）○フェロモン剤利用技術 対象：ハマキムシ類

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の

留意事項
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８１ ブルーベリー

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。たい肥は、肥料分の少ないバーク

たい肥等を用いる。

土壌診断に基づき肥効調節型肥料や有機質肥料中心の施肥とする。

化学農薬については 発生予察に基づく的確な防除 フェロモン剤の利用マルチ栽培 稲、 、 （

わら ・機械除草により農薬使用回数の削減を図ることとする。）

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １６．２ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１１．３ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○被覆栽培技術 ２ 回以下

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の

留意事項
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８２ びわ

○品種：茂木、田中 ○作型：露地

土壌生産力維持増進のために、たい肥の施用を図る。

土壌診断に基づき肥効調節型肥料や有機質肥料中心の施肥とする。

発生予察に基づいた的確な防除、天敵微生物、フェロモン剤の利用、マルチ栽培、機械

除草により化学農薬散布回数の削減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２
施用技術 ○緑肥作物利用技術

化学肥料 ○局所施肥技術 以下窒素成分量 19.2kg/10a
うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

○有機質肥料施用技術 以下13.4kg/10a

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数
低減技術 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） ６回以下

○生物農薬利用技術
（対象病害虫：カミキリムシ類）
○フェロモン剤利用技術
（対象病害虫：ナシヒメシンクイムシ）

その他の 樹冠内の通風を良好にするよう新梢管理を徹底し、病害の低減を図る。
留意事項
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８３ き く（夏秋）

本作型は高温期の出荷となり出荷後の切り花の日持ち性が問題となる。このため土壌改

良による根の活性維持が重要なポイントとなる。そこでたい肥の施用による地力維持と有

機質肥料の組み合わせにより施肥効率の向上と品質・収量の維持を図る。

化学農薬については、熱利用土壌消毒や被覆栽培による白さび病、アブラムシ類等の予

防、光利用技術による防除やマルチ栽培により雑草の発生抑制を行い、農薬使用回数の削

減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術

窒素成分量 ２５．５ 以下化学肥料 ○肥効調節型肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○有機質肥料施用技術

１７．８ 以下定植時に有機質肥料を施用する。 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○生物農薬利用技術 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 （対象：根頭がんしゅ病、鱗翅目害虫） ２１ 回以下

○被覆栽培技術

（対象：白さび病、黒斑病、褐斑病、アブラ

ムシ類、ハダニ類等）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○熱利用土壌消毒技術（対象：立枯病等）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ヨトウムシ等）

・反射資材（対象：スリップス類）

その他の 施設の開閉部を透明寒冷紗で覆う。

留意事項 害虫発生予防のため、施設周辺の除草を行う。
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８４ き く（電照抑制）

主要産地は砂質土壌であるため、保肥力が低い。一方長年の連作により塩基バランスの

偏り等も見られる。そこで土壌診断とこれに基づいたたい肥と有機質肥料を基本とする施

肥体系により長期安定生産を図る。

化学農薬については、被覆栽培を行うとともに、熱利用土壌消毒や黄色蛍光灯の利用に

よる病害虫防除や雑草抑制対策としてマルチを活用し、使用削減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術

窒素成分量 ７８．０ 以下化学肥料 ○肥効調節型肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○有機質肥料施用技術

５４．６ 以下定植前に有機質肥料を中心に施用する。 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○生物農薬利用技術 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 （対象：根頭がんしゅ病、鱗翅目害虫） ３８ 回以下

○被覆栽培技術

（対象：白さび病、アブラムシ類、スリップ

ス類等）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

○熱利用土壌消毒技術（対象：立枯病等）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ヨトウムシ等）

その他の 施設の開閉部を透明寒冷紗で覆う。

留意事項 害虫発生予防のため、施設周辺の除草を行う。
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８５ き く（電照抑制 二度切り）

本作型は長期間にわたる栽培であるため、地力の高低並びに施肥の適否によって品質が

大きく左右される。このためたい肥の施用と有機質肥料の組み合わせによって施肥効率の

向上と品質・収量の維持を図る。

化学農薬については、病害虫発生好適環境を踏まえた、予防を中心とした効率的防除を

行うとともに雑草抑制対策として適正地温の維持を兼ねてマルチを活用し、農薬使用回数

の低減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術

窒素成分量 ４２．６ 以下化学肥料 ○肥効調節型肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○有機質肥料施用技術

２９．８ 以下定植時に有機質肥料を中心に施用する。 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○生物農薬利用技術 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 （対象：根頭がんしゅ病、鱗翅目害虫） ３７ 回以下

○被覆栽培技術

（対象：白さび病、アブラムシ類、スリップ

ス類、ヨトウムシ類等）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の 施設の開閉部を透明寒冷紗で覆う。

留意事項 害虫発生予防のため、施設周辺の除草を行う。
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８６ トルコギキョウ

全国的な生産拡大に伴って産地間競争が激化し、高品質生産の必要性が一層高まりつつ

ある。一方、新規栽培者の参入により熟畑化の進んでいないほ場も増えつつあり、これら

の早期の地力向上が必要となっている。このためたい肥と有機質肥料の組み合わせによっ

て施肥効率の向上と品質・収量の向上を図る。

化学農薬については、熱利用による土壌消毒剤の削減や被覆栽培によるアブラムシ類、

スリップス類の侵入防止を基本とし、光を利用した被害軽減対策を行い最小限の薬剤によ

る防除を行う。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術

窒素成分量 １４．０ 以下化学肥料 ○肥効調節型肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○有機質肥料施用技術

９．８ 以下定植前に有機質肥料を中心に施用する。 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○被覆栽培技術 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 （対象：アブラムシ類、スリップス類） ６ 回以下

○熱利用土壌消毒技術（対象：茎腐病等）

○光利用技術

・粘着版利用（対象：スリップス類等）

・黄色蛍光灯（対象：ヨトウムシ等）

・反射資材（対象：スリップス類等）

その他の Ｆ 品種は上記窒素成分量の ％程度の施肥量とする。１ 80
留意事項 施設の開閉部を透明寒冷紗で覆う。

害虫発生予防のため、施設周辺の除草を行う。
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８７ ば ら

栽培期間が４～５年に及ぶため地力の差が切り花本数・品質に大きな影響を及ぼす。そ

こでたい肥と有機質肥料の組み合わせにより施肥効率の向上と収量・品質の維持を図る。

化学農薬については、こまめな換気等により栽培環境を適正に維持することによって、

病害の発生を抑制し、農薬使用回数を削減する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ４

施用技術

窒素成分量 ６３．１ 以下化学肥料 ○肥効調節型肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○有機質肥料施用技術

４４．１ 以下有機質肥料を中心に施用する。 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○生物農薬利用技術（対象：根頭がんしゅ病） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○被覆栽培技術（対象：うどんこ病等） ４２ 回以下

その他の 施設内の通風・採光を図り窒素過多を避ける。夜温が１６℃以下になる場合

留意事項 は加温によって相対湿度を下げる。
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８８ ストック

切り花類、野菜類の後作として秋冬期に栽培されているため、前作の残存肥料の影響を

受ける事例が見られる。たい肥と有機質肥料の組み合わせにより施肥効率の向上と収量・

品質の維持向上を図る。

化学農薬については、アブラナ科の花きであるためコナガ等の被害を受けるが、生物農

薬及び被覆栽培による侵入防止などを行い、熱利用土壌消毒を行い、最小限の農薬使用に

とどめる。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術

窒素成分量 ２７．５ 以下化学肥料 ○肥効調節型肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○有機質肥料施用技術

１９．２ 以下元肥は有機質肥料を中心に施用する。 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○生物農薬利用技術（対象：コナガ） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○被覆栽培技術（対象：コナガ） １０ 回以下

○フェロモン剤利用技術（対象：コナガ）

○熱利用土壌消毒技術（対象：萎凋病等）

その他の 施設の開閉部を透明寒冷紗で覆う。

留意事項 低温期に菌核病が発生しやすいのでほ場の排水と換気に留意する。
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８９ りんどう

、 。 、 、植え付け時に堆肥等を施用し 初期の土づくりをしっかり行う 裁植後は 畝間に堆肥

敷きわら等を行い、地力の維持を図る。

土壌水分が多すぎると生育が抑制されるので、排水対策を徹底し、農薬の使用を削減す

る。

圃場周辺の環境整備を行い、病害虫の発生を抑え、農薬の使用を低減する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

たい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 植付時

t/10a施用技術 たい肥 ２

２年目以降

t/10aたい肥 １

窒素成分量 11.2 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

7.8 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術 回以下4
○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術（雑草防除）

その他の

留意事項
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９０ アスター

、 、 、定植前の土壌診断に基づき たい肥と有機質肥料 肥効調節型肥料の組み合わせにより

施肥効率の向上と品質の維持向上を図る。

化学農薬については、被覆栽培によるアブラムシ類、シンクイムシの進入防止を基本と

し、雑草抑制対策としてはマルチを活用し、使用削減を図る。また、連作により立枯病の

被害が多発するため、３～４年の輪作とする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

たい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥

t/10a施用技術 ２

窒素成分量 20.4kg/10a以下化学肥料 ○有機質肥料施用技術

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

14.2kg/10a以下

化学農薬 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○被覆栽培技術（対象：アブラムシ類） ９ 回以下

○熱利用土壌消毒技術（対象：立枯病）

その他の 施設の開口部を透明寒冷紗で覆う。

留意事項 害虫発生予防のため、ほ場周辺の除草を行う。

ほ場排水に留意し、過湿にならないようにする。
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９１ デルフィニウム

、 、 、定植前の土壌診断に基づき たい肥と有機質肥料 肥効調節型肥料の組み合わせにより

施肥効率の向上と品質の維持向上を図る。

化学農薬については、熱利用土壌消毒技術の導入による土壌伝染性病害の軽減、被覆栽

培によるアブラムシ類の進入防止、雑草抑制対策としてはマルチを活用し、使用削減を図

る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

たい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥

t/10a施用技術 ２

窒素成分量 21.2kg/10a以下化学肥料 ○有機質肥料施用技術

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

14.8kg/10a以下

化学農薬 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○被覆栽培技術（対象：アブラムシ類） ７ 回以下

○熱利用土壌消毒技術（対象：立枯病）

その他の 施設の開口部を透明寒冷紗で覆う。

留意事項 害虫発生予防のため、ほ場周辺の除草を行う。

ほ場排水に留意し、過湿にならないようにする。
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９２ 宿根スターチス

３～４年以上の据え置き栽培となるので、耕土が深く、排水良好で有機質に富むほ場が

適している。生育旺盛で吸肥力が強いので有機質を十分に施用する。定植前の土壌診断に

基づき、施肥効率の向上と品質の維持向上を図る。

化学農薬については、換気等により栽培環境を適正に維持することで病害の発生を抑制

すると共に、被覆栽培によるアブラムシ類の進入防止、光を利用した被害軽減対策を行い

最小限の薬剤による防除を行う。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

たい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥

t/10a施用技術 ３

化学肥料 ○有機質肥料施用技術 植付時

窒素成分量 10.7kg/10a以下低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

うち化学肥料による窒素

7.4kg/10a以下

２年目以降

窒素成分量 18.9kg/10a以下

うち化学肥料による窒素

13.2kg/10a以下

化学農薬 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○被覆栽培技術 １５ 回以下

（対象：アブラムシ類、うどんこ病等）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ヨトウムシ等）

その他の 施設の開口部を透明寒冷紗で覆う。

留意事項 害虫発生予防のため、ほ場周辺の除草を行う。

うどんこ病対策としては、窒素質肥料の多用を避け、過繁茂にならないように

する。
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９３ 宿根カスミソウ

、 、 、定植前の土壌診断に基づき たい肥と有機質肥料 肥効調節型肥料の組み合わせにより

施肥効率の向上と品質の維持向上を図る。

化学農薬については、換気等により栽培環境を適正に維持することで病害の発生を抑制

すると共に、被覆栽培によるアブラムシ類の進入防止、光を利用した被害軽減対策を行い

最小限の薬剤による防除を行う。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

たい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥

t/10a施用技術 ４

窒素成分量 15.6kg/10a以下化学肥料 ○有機質肥料施用技術

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

10.9kg/10a以下

化学農薬 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○被覆栽培技術 ２２ 回以下

（対象：アブラムシ類、うどんこ病等）

○光利用技術

・黄色蛍光灯（対象：ヨトウムシ等）

その他の 施設の開口部を透明寒冷紗で覆う。

留意事項 害虫発生予防のため、ほ場周辺の除草を行う。
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９４ さかき

たい肥・稲わら・刈り草等の施用によって土壌の性質の改善を図り、施肥技術と有機質
肥料の施用を組み合わせて施肥効率の向上を目指し、収量及び品質の維持を図る。
化学農薬については、発生予察に基づく的確な防除の徹底、被覆栽培や紫外線除去フィ

ルム等の利用及びマルチ栽培（稲わら ・機械除草による雑草の抑制等により使用回数の）
低減を図るものとする。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

たい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥
t/10a施用技術 １

又は
敷きわら・敷き草

t/10a０８～１２. .

窒素成分量 ３９．２ 以下化学肥料 ○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ
うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

２７．４ 以下ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数
低減技術 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） １１ 回以下

敷きわら・敷き草
○被覆栽培技術（対象：各種病害虫）

○光利用技術

・紫外線除去フィルム（対象：輪紋葉枯病）

その他の
留意事項
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９５ 葉たばこ

暗渠や高畝栽培など排水対策を実施する。

、 、 、たい肥など有機質資材の連用 苦土石灰など土づくり肥料の施用 深耕等の実施により

地力の維持・増進を図る。

肥効調節型肥料や有機質肥料の施用により化学肥料の節減を図る。

マルチ栽培や土寄せ等機械除草により、除草剤散布回数の節減を図る。

病害虫については、発生予察に基づく適期防除に努め、農薬使用回数の節減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 １．５

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １２．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○有機質肥料施用技術

８．４ 以下ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○生物農薬利用技術（対象：鱗翅目害虫、ｻﾂﾏｲ ７ 回以下

ﾓﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ、腰折病、白絹病）

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の

留意事項
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９６ 茶

たい肥・きゅう肥・稲わら・刈り草等の施用によって土壌の性質の改善を図り、施肥技
術と有機質肥料の施用を組み合わせて施肥効率の向上を目指し、収量及び品質の維持を図
る。
化学農薬については、フェロモン剤の利用による害虫の防除、発生予察に基づく的確な

防除の徹底、マルチによる雑草の抑制等により農薬使用回数を削減する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

たい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥・きゅう肥
t/10a施用技術 土壌診断結果に基づき、適切な完熟稲わらた １

い肥や牛ふんきゅう肥の８月後半の施用、ある 又は
いは、稲わらや刈り草の１０月中下旬の施用を 敷きわら・敷き草

t/10a基本とする。 ０８～１２. .
毎年８月後半に深耕機等を用いて隔畦深耕

し、たい肥やきゅう肥及び前年の敷きわら等を
すき込む。

窒素成分量 ５５．０ 以下化学肥料 ○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ
うち化学肥料による窒素低減技術 樹冠下施肥を含めた畦間全体への施肥を肥料

３８．５ 以下散布機等を用いて行い、施肥後はクランクカル ｋｇ／１０ａ
チ等により撹拌・耕耘する。また、できるだけ
きめ細かに分施する。秋季及び春季の元肥では
有機質肥料を主体にする。

○肥効調節型肥料施用技術

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数
低減技術 ○生物農薬利用技術 １１ 回以下

（対象：ハマキムシ類、ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ）
（ ）○フェロモン剤利用技術 対象：ハマキムシ類

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

敷きわら・敷き草

その他の たい肥及びきゅう肥の施用には自走型たい肥散布機、深耕には自走型自動深
留意事項 耕機の導入も考慮する。
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９７ こんにゃくいも

深耕を実施し、根張りの促進と土壌水分の安定供給を図る。

たいきゅう肥、りん酸質肥料、石灰質肥料を施用し、地力維持・増進と土壌 の適正pH
化を図る。

禾本科作物との輪作により連作障害や土壌病害の発生を防止する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ３

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １４．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１０．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○対抗植物利用技術（対象：土壌病害虫） ７ 回以下

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の 水田転換畑では明渠、高畝栽培、排水溝などによる地表水排除と暗渠などの

留意事項 地下水対策を組合せて乾田化を図る。
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９８ なたね

連作をさけ、土づくりを充分行い初期生育を促進し、根張りを良くする。

裁植密度が高いと病害の発生が多くなるので裁植密度を適正に栽培する。

育苗時に軟弱な生育にならないよう健苗育成に努める。

機械除草等により雑草を抑え、除草剤の使用を控える。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １１．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

７．９ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○熱利用土壌消毒技術 ０回

○光利用技術

その他の

留意事項
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９９ うるい

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、作物体の健全な育成、品質

の向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の低減を図る。

化学農薬についてはマルチ栽培により除草剤を使用しない。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 １８．４ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１２．８ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） ２ 回以下

○光利用技術

・反射資材（対象：アブラムシ類）

その他の ほ場の排水を良好にする。

留意事項 密植を避け、通風をよくする。
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１００ たらのき

たい肥施用を主体とした土壌の性質の改善を図るとともに、作物体の健全な育成、品質

の向上を目指した有機質肥料の施用により化学肥料の低減を図る。

栽培密植を避け、風通しをよくすることにより使用農薬の低減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２２．８ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１５．９ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（対象：雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○マルチ栽培技術（対象：雑草防除） ５ 回以下

○光利用技術

・反射資材（対象：アブラムシ類）

その他の ほ場の排水を良好にする。

留意事項 密植を避け、通風をよくする。
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１０１ イタリアンライグラス

播種前に、雑草の処理を十分に行い、除草剤の使用を削減する。

効率的な施肥や有機質肥料の利用により化学肥料の使用を削減する。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２０．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１４．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○光利用技術 ０回

その他の

留意事項
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１０２ ソルガム

播種前に、機械除草等により雑草の発生を抑えるとともに、条播により機械除草を行う

、 、 、 。など 除草剤の使用を控るとともに 堆肥等有機質資材の投入により 健全な生育を図る

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

t/10aたい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ２０．０ 以下化学肥料 ○局所施肥技術 ｋｇ／１０ａ

うち化学肥料による窒素低減技術 ○肥効調節型肥料施用技術

１４．０ 以下○有機質肥料施用技術 ｋｇ／１０ａ

化学農薬 ○機械除草技術（雑草防除） 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○光利用技術 １回以下

○被覆栽培技術

○マルチ栽培技術

その他の

留意事項
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１０３ 飼料用イネ（ＷＣＳ用イネ及び飼料米）

畜産との連携により、家畜糞尿等を利用したたい肥の施用を主体とし、さらに緑肥作物

等と適宜組み合わせて、水田生産力維持増進を図る。

化学肥料についても、たい肥等有機質肥料の施用を基本とし、さらに状況に応じて側条

施肥田植、肥効調節型肥料のいずれか又は両方を組み合わせて施用量の節減を図る。

化学農薬については、温湯種子消毒による殺虫殺菌剤の使用削減や中耕除草などにより

除草剤の削減を行い、あわせて耐病性品種の選定、健全な生育の確保、高度な発生予察、

生育の初期段階における病害虫防除の徹底により農薬の使用回数の節減を図る。

区分 持続性の高い農 使用の目安業生産方式の内容

（ ）たい肥等 ○たい肥等有機質資材施用技術 たい肥 ２t/10a ※

施用技術 ○緑肥作物利用技術

窒素成分量 ８．０kg/10a以下化学肥料 ○有機質肥料施用技術

うち化学肥料による窒素低減技術 ○局所施肥技術

５．６kg/10a以下○肥効調節型肥料施用技術

化学農薬 ○温湯種子消毒技術 化学農薬の有効成分使用回数

低減技術 ○機械除草技術（対象：雑草防除） １２回以下

○除草用動物利用技術（対象：雑草防除）

○生物農薬利用技術

○抵抗性品種栽培

○マルチ栽培技術（対象：雑草防除）

その他の （※）たい肥等の施用量は、土づくりの進ちょく状況や土壌診断結果に基づい

留意事項 て決定する。なお、飼料用イネは地上部全体を収穫するので、ケイ酸補給のた

め稲わら、もみがらを主原料としたたい肥の施用が望ましい。
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第３ 持続性の高い農業生産方式の導入の促進を図るために必要な事項

１ 土壌診断の励行

たい肥等の有機質資材の適切な施用を行うためには、土壌診断を実施し、その結果に基づい

てたい肥等の施用量を設定することが必要である。

、 （ 、 ） 、このため 隠岐支庁及び各農林振興センター 以下 農林振興センターという においては

農業者から依頼がある場合に備え、速やかに土壌診断を実施し、結果を知らせることができる

体制を整備している。

また、全国農業協同組合連合会島根県本部及び各農業協同組合の土壌診断施設においても、

農林振興センターと連携を図りつつ、土壌診断を行う体制が整備されてきている。

このため、持続性の高い農業生産方式の導入にあたっては、このような土壌診断体制を積極

的に活用し、施肥量等の決定等に関し、農業普及員や営農指導員から、診断結果を踏まえたア

ドバイスを受け、土壌の性質の改善と施肥の合理化に努める。

２ たい肥等の窒素成分量を考慮した施肥設計

たい肥等の有機質資材は種類や腐熟度によって施用後の分解に要する期間が異なるため、肥

料成分の有効化の推定が困難であり、上乗せ施用されているのが実状で、このことが、過剰な

窒素施肥の要因ともなっている。

改正肥料取締法により、たい肥等の特殊肥料については窒素、燐酸、加里等の成分表示が義

務づけられることから、施肥設計にあたってたい肥等の窒素成分に留意し、施肥量を決定する

ことが重要である。

３ 土壌の性質の総合的な改善

たい肥等有機質資材の施用は、土壌の性質の総合的な改善を行う最も有効な手法であるが、

、 、土壌の物理性の根本的な改善や酸度矯正のためには たい肥の施用だけで不十分な場合もあり

心土破砕、暗渠施工等の物理性の改善や土壌改良資材の投入を図る必要がある。

また、地力増進地域にあっては、地力増進対策指針の内容に即した改善方策を行うことが必

要である。

４ きめ細かな施肥の実施

局所施肥を的確に実施するためには、畝を正確に成形できる土壌の物理性の確保、農作物の

栽培様式に合わせた施肥機による肥料繰り出し量の調節等が技術的に重要な要素になる。

また、肥効調節型肥料や有機質肥料の利用にあたっては、種類によって肥効発現の速度が異

なるため、栽培する農作物の吸肥特性に合致した肥料の適切な選択が必要である。

本県の水稲では 「コシヒカリレベルアップ戦略」に基づき、土壌類型別・肥沃度別施肥基、

準を定めている。その他の作物についても、前作や生育状況に応じたきめ細かな施肥が必要で

あり、生育期間中の土壌や作物の栄養診断等を積極的に活用する。
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５ 発生予察に基づく的確な防除の実施

持続性の高い農業生産方式の導入に取り組む農業者は、病害虫防除所からの精度の高い予察

情報等を迅速に入手するとともに、効果的、効率的な防除に努め、特に、天敵農薬やフェロモ

ン剤等による防除の効果的な実施に関し、農業普及員、病害虫防除所等による的確なアドバイ

スを受けることが重要である。

第４ その他必要な事項

１ 必要な機械・資材等及び資金の調達

持続性の高い農業生産方式の導入には、新たな営農用機械や資材等を整備する必要が生ずる

ことがある。これらの機械・資材は、慣行の生産方式の実施に用いるものと比較して、高価で

あるだけでなく、その利用に関しても高度な技術が要求されるものであることから、個々の農

業者の経営内容や技術水準を見極めつつ、導入を図る必要がある。

また、これらの農業機械・資材を整備する場合には、取り組みの初期段階における経営的な

負担軽減を図る観点から、必要に応じ農業改良資金やその他制度資金の融資制度を活用する。

２ 関係補助事業の積極的な活用

持続性の高い農業生産方式を試験的に、あるいは地域全体で取り組む場合には、農林振興セ

ンターによる濃密指導や実証ほの設置等による技術確立、たい肥舎等共同利用施設の建設によ

る生産条件整備が必要になることから、これらを総合的に実施するため、県の補助事業や国庫

事業を積極的に活用する。


